取扱説明書 

CD ラジオカセットレコーター 

品番 PH-PR6 已 


このたびは、お買い上げいただを、ありびとラございました。 
正し < 安全にお使いいただくために、ご使用前に必ずこの 
取扱説明書をよくお読みください。 

お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに大切に 
保管してくださし、。 

なお、この取扱説明書は保証書付になってしなす。保証書は 
「お買い上げ日」、 r 販売お」などの記入を必ず確かめ、販売 
店よりお受け取りください。 



上記のマークのディスクを再生でさます。 



I 裏表紙に 


保話書付 ぁります 
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CD を聞< 

カセットテープを再を•録音ずる前に 
カセットテープを聞< 
ラジオを聞< 

マイクを使う 

録 

カセットテープに録音する 

占 

\ 


( 

参 

お手入れ 

故障？ その前にちよつとこれを 
巧記書とア フターサー ビス 

ち 

お客さまご相談窓口 
仕様 

\ 

お料修理規定 






本機を使用できるのは日本国内のみで、国パでは 
使用でさません。 

This unit is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country. 
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取扱説明書には色記号の表示を省略しています。 

包装箱に表示している品番の （） 巧の記号び色記号です。 

















































安を上のご注意 


安全のため必ずお守りください 

■給表 TiU こついて 

製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや化の人々への危害や財産への損害を未然に防止するた 
めに、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意 D 末は次のようになっています。内容をよく理解して 
から、本文:をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を負う巧 
能性び想定される内容を示していまず。 


A ミ主意 


このま示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び傷害を負う可能性び想定 
される内容および物の損害のみの発生び想定される内容を示していまず。 


■給表示の例 


の記号は r を意(警告を含む)をうなびず事項」を示しまず。 
&の記号は r し口よいけない行為(禁止事項)」を示しまず。 
•の記号は r しなければな6ない行為」を示しまず。 


お願い 


• 「安全上のご注意」の文中での「電源を切る」とは フアンクシヨン スイッチを「テープ電源应 I 」にずることです。 
• 「安全上のご注意」のイラストと本機とでは若干あ状等び異なることびありますびご了承ください。 


A 警告 


—、異常やな障び巧生したとまはすぐにほ用をやめて < だをい 


次のようなときは、そのまま使用ずると、义災、感電の原因となりまず。ずぐに本体のファ 
ンクシヨンスイッチで電源を切り、電源プラグをコンセントか日巧いて、お買い上げの販売 
店に修理をご依頼ください。お客さまによる修理はを険でずか5絶対におやめくださし、。 

• 煙び出ていみ変なにおいや音がずる(異常状態） 

煙び出なくなるのを確認し、お買い上げの販売店に修巧を 
ご依頼ください。 

• 本機の内部に水などが入った 
• 異物び本機の内部に入った 
• 音び出ないなど(故障状態） 

• 倒したり落としたりして、キャビネットを破損した 


A 這 


電源フラグ 
を巧く 


矣 

においや音 


( 晒 
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A 警告 


電源について 


■ 電源電圧1 00 V 切がや国がでは使用しない 


■電源コード接続時の注意 


次のことをお守りください。誤った使し巧をすると 
発熱などによじ火災の原因となります。 

• 電源プラグはコンセントへ確実に接続する。 

• 電源コードは束ねたまま使用しない。 

• たこ足配線はしない。 


A 


斗実巧 



■電源コードを傷つけない 

無理な使いかたをするとコードび破損しますので、 
次のよラなことはしないでください。 

• 電源コードの上に重いちのを乗せる。 

• 途中でつぎ足したりして加工する。 

• 無理に巧り巧げる。 

• 傷をつける。 



電源コードび傷んだとさは、お買い上げの販売店 
に交換をご依頼くださし、。 

そのまま使用すると、火災、感電の原因とな D ます。 


■定期的に点検を 

設置時か51年に1度は電源コンセントと電源プラ 
グの間にホコリび付着していなし、か、電源コードに 
傷みびないか、電源プラグび抜けかけていないか 
などを点検してくださし、。 




表おされた電源電圧 (AC 1日 0V ル处がの電圧で使 
用しないでください。火災、感電の原因とな D ます。 
また、 本機を AC 電源で使用でをるのは日本国内の 
みで、が国では電源電圧び異な D ますので使巧で 
きません。 


This unit is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country. 



■雷び鳴り出した 5 


電源プラグやアンテナには絶対に触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 


(D 


接軸禁止 







屋外で使用中の場合は、使用を中止し 
て安全な場所に避難してください。落 
雷の原因とな0ます。 


_使用方法•設置_ 

■分解しない 

本機を分瓶改造しないでください。火災、感電の 
原因とな D ます。内部の点検、調節、修理は、お買い 



■ 本機の上にかなどの入った容器を置かない 

内部にかなどが入った場合;火災、感電の原因とな 
0ます。 

















A 警告 


■め 5 さない 


■運乾中、ヘッドホンは使用しない 


♦ 本機を城5さないよラにご注意ください。乂 
災、感電の原因とな0ます。 

• 風呂場、水辺、雨天の中などでは使巧しないで 
<ださい。 



水めれ禁止 



自動き•才ートバイなどの運転中や自転きに乗りな 


びらヘッドホンやイヤホンを使巧しないでくださ 
い。交通事故の原因となります。 



■異物を入れない 


■通風孔をふさがない 


通風孔ディスクやカセット挿入□などか5、金属 
類や燃えやすいちのなど、異物を差し込んだ D 、 落 
とし込んだりしないでください。（特にかさなお子 
さまのお5れるご家庭はごミ主意 < ださい。）火災、 
感電の原因となります。 


■乾電池で使用ずる場合 

電源コードはコンセントおよび本機の AC 電源端テ 
(AC INPUT 〜)の両方とも抜いてください。コン 
セント側び接続されていると火災感電の原因とな 




通風孔をふさぐと内部に熱びこわ D 、 乂災の原因 
となります。本機の後部や底部などに通風孔びあ 
り、次のよラな使い方はしないでください。 

• 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。 


• 押し入れ本箱など風通しの悪い狭い所に置く。 
• テーブルク□スをかけたり、じゆうた Aa 布団の 



■壁にぴったりつけない 


ります。 

A 這 

電源プラグ 

を巧く 



■ヘッドホンやイヤホンの音量にま意 


Q 

禁止 


耳を刺激するよラな大音量での長期 
間の使用はしない。聴力び大きく損な 
われる原因とな0ます。 


本機の設置は、壁から1日 cml ^^ 上の間隔をあけて 
ください。また、他の機器との間はみし離してくだ 
さい。 

ラックなどに入れると走は、本機の天面および背面 
か5それぞれ1日 cmm 上のすさまをあけてくださ 
し、すきまびないと、内部に熱びこもり火災の原因 
とな0ます。 


Q 


禁止 
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A 注意 


■本機の上に重いものを置かない ■持ち運びのま意 


バランスびくずれて倒れたり、落下して、 
けがの原因となることがあります。また、 
W ^本機の上に乗5ないでください。 （特にル 
さなおテさまのお5れるご家庭はごミち意 
<ださし、。） 


■本機を不安定な場所に置かない 

平5で水平な場所に設置してくださし、。 
不安定な場所に置さますと倒れたり、落 
^ ^下して、けびや故障の原因となることび 
おります。 


• ディスクを取り出してください。 
電源を切り、電源プラグをコンセント 
か5抜さ、外部接続をすべてがしてか 
'を巧く ~ 5持ち運びしてください。接続したま 

ま持ち運びするとコードび傷つさ、火 
災、感電の原因となることびあります。 
• n ッドアンテナをたたんで < ださい。 
伸ばしたまま持ち運びすると□ッドア 
ンテナびひっかかったり、当たった0し 
てけびの原因となることびあ0ます。 





■電源プラグを抜 < とをのま意 


(§) 

めれ手禁止 


城れた手で電源プラグをさわ5ない 
でください。感電の原因となることび 
おります。 

電源プラグを抜くときは、プラグを 
持って抜いてください。電源コードを 
弓 I っぱると]-ドび傷つ志乂災、感電 
の原因となることびあります。 


■設置場所にま意 


A m じゅラたんやたたみ、塩化ビニール製 
の床材や家具などの上に設置すると 

- をは、下に板などを敷いてください。 

直接置 < と床面び変色することがあ0 
ます。 


0 參湿気 J まこりの多い場所や、油煙、漏気び 
当たる場所に置かないでください。火 
W ^ 災、感電の原因となることびあります。 

'に • 窓を閉めをった自動車の中や直射曰 
光び当たる場所など温度び高くなる 
場所に放置しないでください。乂災、 
故障の原因となることびあります。 


■ ディスクやカセット挿入□に手を入れない 

A けびの原因となることびあります。（特に 
ルさなお子さまのお5れるご家庭はごま 
指ミ戸さ意ください。） 

まれない 
よラま意 


■ スピーカーの前に割れやすいちのなどを置かない 


スピーカーか5の空気圧により倒れた D 、 
V y 落下して、故障やけびの原因となること 
禁止びお0ます。 


■変おやひび割れしたディスクは使用しない 


変形ひび割れまたは接着剤などで補修 
V y したディスクは、使用しないでくださし、。 
禁止ディスクは本機内で高速回転しますの 
で、飛び散って、けがの原因となることび 
おります。 

また、セ□八ンテープやレンタル店のラベルなど 
の糊びはみ出したり、はびしたあとびあるディスク 
も使巧しないでください。 


■音量に注意 


〇 
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• 始めか5音量を上げ過ざると、突然大 
をな音び出て耳を傷めることがあ0ま 
す。音量はかしずつ上げてご使用<だ 
さい。 

• 電源を切るとさは音量をルさくしてお 
いてください。電源を入れたとを、突 
然大さな音びでて聴力障害などの原 
因となることびあ0ます。 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで 
ください。スピーカーび発熱し、火災 
の原因となることびあります。 













A 注意 


■他機器との接続について 


■乾電池使用上のま意 


A オーディオ機器などを接続する場合は、 
各々の機器の取扱説明書をよ < 読み、電 
源を切り、説明に従って接続して < ださ 
し、電源を入れたまま接続すると、感最 
けびの原因となることびあ0ます。 


■電磁波の発生ずる機器に近づけない 

携帯電話、充電器や電磁波の発生する電 
気製品に近づけないでください。電磁波 
^のためにノイズの影響び生じることびあ 
ります。 


乾電池の使い方を誤ると、乾電池の破裂、液もれに 
より、火災けびや周囲をミち損する原因となること 
びあ0ます。次のことをお守り < ださし、。 

指定政かの乾電池は使巧しなし、。 

♦ 極性(©と©)に注意し、表示通 D に入 
れる。 


禁止 


♦ 種類の異なるわのや、新旧の乾電池を 
湿ぜて使わない。 

♦ 乾電池を充電、加熱、分解したり、乂や 
水の中に投入しない。ショートさせな 


い。 


■ レーザー光源をのぞき込まない 


0 レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことびあります。 

禁止 


■ クレジットカードなどをスピーカーに近づけない 


本機のスピーカーには強力な磁石を使用 
> J していますので、時計、クレジットカード、 
W ^磁気定期券、カセットテープ、ビデオテー 
プなどは、スピーカーのそばに置かない 
で < ださい。データび壊れて使巧でをな 
くなることびお0ます。 


〇 參長期間 （1 力月じ(上）使巧しないとを 
は、乾電池を取り出しておく。 

もし、液もれび起こったとさは、電池ケースに つし、 
た液をよくふさ取ってか5新しい乾電池を入れて 
ください。万一、もれた液び身体についたときは、 
水でよ < 洗い流してください。 


■長期間 （1 ヶ月む上)使用しない場合著作権について 


やお手入れの際のま意 


安全のため電源プラグをコンセントか5 
あいてください。 


電源プラグ 
を巧ぐ 


付属品をお確かめください 

電源コード 
(約 1.8m) ……1 

本書(保話書付)…1 


ごま意 


本製品に付属の電源コードは、本製品 1 U がの機 
器に使用しないでください。 



• 放をや MD 、 DVD 、 C □、レコード、その他の録音物 
(ミュージックテープ、カラオケテープなど)の音楽作 
品は、音楽の歌詞、楽®などと同じく、著作権法により 
保護されています。 

• 従ってそれらから録音したテープを売ったり、配った 
り、譲ったり、貸したりずる場を、巧び営利(店の巨白 M 
など)のために使用する場合には、著作権法上、権利 
者の許諾び必要です。また、無断で複製、放送、上映 
有線放送、公開演奏、レンタル(有償、無償を問わず） 
することは、法律により禁止されています。 

• 使巧条件は、場含によって異なりますので、詳しい内 
容や申請、その他手続をについては r 曰本音楽著作権 
協含」 （ JASR 冉 C ) におたずねください。 

JASRAC 本部: TEL 03-3481-2121 
FAX. 03-3481-2150 
URL http://www.jasrac.or.jp/ 
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各 SB のな S え 囑气づ く 

ラジオ/共通部 



テー プ部 
























































る部のなまえ 


CD 部 



CD ぶた 


表示部 

メモリーボタン 

スキップ/サーチ 

(«◄) ボタン 

停止/クリア（■佩'タン 

iPfi 


才ープン 
/ク□-ズ部 


繰り返し 
/ランダムボタン 

スキップ/サーチ 

(►►1 ) ボタン 


—演奏/-時停止 （►/" 佩'タン 




背面 
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電源について 




AC 電源でご使用の場合 

乾電池でご使用の場合 


1背面の AC INPUT 〜端子へ 



電源コードを抜き差しするときは、 フアンクシヨン スイツ 
チを「テープ電源应1」の位置にしてからおこなってく 
ださい。先に電源を切らないと、ディスクに傷をつけたり 
故障の原因となります。 



ちよつとこれを! 


♦ 近くに置いたテレビに色ズレを生じたり、本機のラジ 
才にテレビからの雑音び入る場合は、本機をテレビか 
ら離してご使巧 < ださい。 


電池ぶたを開け、別売の 単 2 お乾電池 目本を図のよ 
ラに入れ、ふたを閉めまず。 



号順に入れます。 

• 電源コードび AC INPUT 〜端テに接続されて 
しぶと、乾電池では動作しません。 

• 長期間り力月!^ん L) 使巧しなし、場合や AC 電源 
で使用する場をは、乾電池を取0出しておいて 
くださし、。 



乾電地の交換時期は …… 

• 乾電池び消耗してくると次のような現象を生じます。 
• 音びかさい、ひずむ。 

• テープ速度び遅くなる。 

• ラジオは聞けるび CD やテープび正常に動作しな 
い。 

• 大切な録音や CD 演奏をするとさは、あらかじめ新し 
い乾電池に交換するか AC 電源の使用をおすすめしま 
す。 






























共通の操作 



音量を調節する 

音量つまみを回ず 

音量 



か ■ 


聞さ終えるときは 

CD、 ラジオ、7イクのとき： 

フアンクシヨンスイッチを 
「テープ電源应1」にずる 



ヘッドホンで聞く 


S ニプラグ付のステレオヘッドホン(市販)ま 
たはイヤホン(市販)を側面のヘッドホン端モ 
に接続ずる 



• ヘッドホン(またはイヤホン)を接続するとスピーカー 
か S 音び出な < なりまず。 


ご注意 


• ヘッドホンでお聞きになるときは、耳を刺激するよラ 
な大をな音量で長時間お聞をにならないよラにして 
ください。聴力に悪い該響をちえることびありまず。 


爲 

^のエチケット] 


音のエチケット 

楽しし培楽も時と場所によっては気 
になるものです。音量は時間と場所 
に応じて適度に調節してくださし、 
特に夜間の音楽鑑賞には気をくばり 
ましょラ。窓を閉めた D、 ヘッドホンを 
ご使用になるのも一つのち法です。 


テープのとさ： 

動作中の場合は停止/取出し(国/全)ボタ 
ンを巧ず 
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CD を聞 < 


〇^^っづく 



1フアンクシヨンスイッチを rcD 」 にずる 



2 CD ぶたの才ープン/ク□-ズ部を巧す 

CD ぶたび開さます。 


ごま意 


CD 蓋を開閉ずるときは、必ず/ \ンドルを下げ 
て < ださい。 


3 CD を入れる 

カチッと音びするまでしっか0と中央のホル 
ダーにはめ込んで固定します。 



• 一度に2枚！; LL の CD を入れることはで去ません。 
& CD については [ P 13、 16 1 を参照してください。 


4 CD ぶたを閉める 

CD ぶたの オープン/ク 
□—ズ 部を巧して、カチッ 
と音びするまで確実に開 
めてください。 （例）1吕曲入り CD 

CD び回転し、表示部に「-」を点滅表示した 
豁その CD に入っている全曲数を表おしま 
す。 



ら演奏/一時停止 (►/ lO ボタンを巧ず 

表示部に「►」び表示さ 
れ巧番1か5演奏び始 
ま0ます。 

最後の巧び終わると自動 
的に止まり、表示部にその CD に入っている全 
巧数を表示します。 



ご注意 


• 演奏中に本機を動かしたり、 CD ぶたを開けないでく 
ださい。 CD を傷つけることびありまず。 

• CD ぶたを上から強く巧さないでください。故障の原 
因とな0ます。 

• CD ぶたの上に物を置かないでください。 CD ぶたび 
開くとさに、物び倒れて破損やけびの原因となります。 
また、 CD ぶたの故障の原因となりまず。 


演奏を途中で止めるには 



停止/クリア (■) ボタンを巧ず 


演奏を一時的に止めるには 

演奏中に演奏/一時停止(►/1〇ボタンを巧す 

表示部の「►」表示び点滅します。 

もラー度押ずと再び演奏が始まりまず。 
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CD を聞 < 



CD を取り出ずには 

停止中に、 CD ぶたの才ープン/ク□-ズ 
部を巧ず 


ごま意 


• 演養中は停止/クリア (■) ボタンを巧ずと約3秒で CD 
の回乾が停止しまず。その後、 CD ぶたの才ープン/ク 
□—ズ部を巧してください。 

• 演奏中に CD ぶたを直接開けないでください。 CD の 
回乾びずぐには止まらず、 CD やレンズに傷をつけて 
しまラことがありまず。 



ちよつとこれを! 


抽區置抽眶阻抽眶歴 

LiiJU 口し yj DIGITAL 占 UDIO DIGITAL AUDIO 
DIGITAL AUDIO I.MJ.IJ.LI.IIJ rReWHtahlel 


マークの入った CD をご使 
巧 < ださい。 


• CD び正しい位置にのっていないと、 CD に傷をつけた 
り故障の原因となりまず。 

• CD の裏表を逆に入れると「-」を表示し、演奏でさませ 
ん /。 

• CD に傷、指紋、ほこりびついていると、演奏でさない 
ことびあります。 

• CD - R / RW ディスクについて 

本機は CD-DA ※フオーマットで記録された CD - R/RW 
ディスクを演奏することびできまずび、録音された環 
境や巧容によっては演奏でをないこともありまず。 

未記録の CD - R/RW ディスクを入れないでください。 
ディスクの読み込みに時間びかかることびあり、誤っ 
て回転中にディスクを取り出そうとした場合、ディス 
クを傷つけることびあります。 

》 CD-DA は、 Compact Disc Digital Audi □の略 
で、一般オーディオ CD に使巧されている音楽収 
録巧の規格です。 

• 本機では CD - R/RW ディスクに録音することはでさま 
せん。 

• MP 3 または WMA ファイル形式のディスクや VCD 
(ビデオ CD ) は演奏でをません。 
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聞さにい曲わ、りち]、 

停止状態か S スキップ/サーチ (!◄◄ または 
►►1)ボタンで、希望の曲蚕を選び、演奏/一 
時停止 (►/ ll ) ボタンを巧ず 



• 曲番を選択乾約已秒ほど放置すると全曲数表示に戻 
ります。再底上記と同様の操作をおこなってくださ 
し、。 


曲の頭出し(スキップ) 


演奏または一時停止中にスキップ/サーチ 
(!◄◄ または ►►!) ボタンを短くポンポンと 
押ず 



ちよつとこれを! 


• 一時停止中にスキップした場合は、スキップ禮、一時 
停止状態になりまず。 

• プ□グラム演奏中にスキップ/サーチ (4ィ または 


►►1)ボタンを巧すと、プ□グラム順にスキップしま 


す。 


• スキップ中、演奏音は聞こえません。 

• 最終曲を選択中にスキップ/サーチ (►►!) ボタンを巧 
すと、最初の曲に戻ります。また、最初の曲を選択中に 
スキップ/サーチ ( W イ) ボタンを押すと、最終曲び選 
おされまず。 


早送り、早戻し(サーチ) 


演奏または一時停止中にスキップ/サーチ 
(!◄◄ または ►►!) ボタンを巧し続け、希望の 
ところで指を離ず 



ちよつとこれを! 


• 一時停止中に サーチした 場合は、 サーチ後、一 時停止 
状態になります。 

• スキップ/サーチ (►►!) ボタンを押し綺ブると、最終曲 
の最後で止まります。 

まにスキップ/サーチ (I イイ) ボタンを巧し続けると、 
最初の曲の頭から演奏び始まります。ただし、一時停 
止中は、最初の巧の頭で一時停止状態になります。 













































0^^ つづく 



演奏をくり返す(リピート演奏) 
/順す同に聞く (ランダム演奏) 


繰り返し/ランダムボタンを巧ず 

CD の中の1巧だけ、または全巧をくり返し演奏し 
たじ自動的に脚慎を選択して、ランダムに演奏し 
ます。 


1巧だけをくり返し演奏ずるには 
繰り返し/ランダムボタンを1度押ず 

表示部に 「 REPEAT 」 表示び点灯します。 

全曲をくり返し演奏ずるには 

繰り返し/ランダムボタンを2度押ず 

表示部に 「REPEAT ALU 表示び点灯します。 
♦ プ□グラムした巧をくり返し演奏するには、 
プ□グラム(次のページ）した後、 繰り返し/ 
ランダム ボタンを押して 「REPEAT ALU 
を表示させまず。 

順不同に演奏ずるには 

繰り返し/ランダムボタンを 3 度押ず 

表示部に 「 RAND 日 M 」 表示び点灯します。 

♦ プ□グラムした巧をランダムに演奏するこ 
とはでさません。 


• 演奏前に U ピートまたはランダムを選んだとさは、演 
賽 /- 時 停止 (►川)ボタンを巧して演奏を始めます。 

• 演奏開始前の停止中に 停止/クリア (■: ) ボタンを押す 
と解除しまず。 

• 演奏中に 停止/ク U ア (■) ボタンを押すと解除して、停 
止しまず。 

• 演奏中に I」ピートまたはランダムを解除するには、繰り 
返し/ランダム ボタンを巧して、 「REPEAT」 または 
「REPEAT ALL」、「RANDOM」 表示を消してくださ 
し'!。 



ちよつとこれを! 


• CD を交換したときやフアンクシヨンを切り撰えたと 
きは、 IJ ピート演奏とランダム演奏は取り消されます。 


CD についてのごま意 

♦ CD に紙やシールを貼らないで < ださい。 

また、セ□八ンテープやレンタル店のラベルなど 
の糊びはみ出したり、剔びしたあとびある CD は使 
巧しないで <ださい。 CD び取0出せな <なったむ 
故障の原因となることびあります。 

• 八ート型や八角あなど、特殊あ状の CD は使用し 
ないでください。故障の原因となることびありま 
す。 


(巧なお状 CD の例) 



♦ 市販の CD スタビライヴは使用でさません。 


♦ こんなときに音とびを起こしますので、ご注意く 
ださい。 

♦ 本機に強い衝撃を与えたとを。 

♦ 薄い板の上など、振動しやすい場所に置いた 
とを。 

♦ CD の内容によって音とびを起こすことびあり 
ます。その場合は音量を下げてお聞さくださ 
い。 

• コピーガード付き CD 再生について 

CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD」 など 
のディスクについては、当社としては、 C □再生機 
器における再生の保謡は致しかねます。 CD を再 
生する際には、 「CD □ゴマーク （IP1 吕I "ちよっ 
とこれを!"参照)」の有無や、パッケージのま意夕 
をよくお読みになり、 CD 規格に準拠する CD であ 
ることをお確かめ < ださい。 

なお、巳□規格に準拠しない CD 再生時にのみす障 
びある場合、詳細については CD の発売元にお問 
い合わせ < ださい。 



13 


































CD を聞 < 



お好みの曲を選んで聞く (プ□グラム演奏) 


好みの巧を20ステップまで選んで演奏すること 
びでをます。 


例えば次のよラにプ□グラムずる場台… 


演養順(ステップ) 

巧蚕(トラックナンパー） 

1番目 

巧蚕03 

2番目 

巧蚕01 


1フアンクシヨンスイッチを rcD 」 にして 
CD を入れる [pTT] 

全曲数び表示されたことを確認します。 


2 メモリーボタンを押ず 

「 MEM 日 RY 」 表示び点滅 
し、演奏順1番目の表示 
「日]」び点灯した後、 
「日日」表示び点滅します。 



3 スキップ/ヴーチ( I ◄◄または ►► I ) ボタ 
ンをくり返し}甲して「03」を選ぶく 


曲蚕「日3」を表示します。 



4 メモリーボタンを巧ず 

演奏順1番目に®蚕3び 
プ n グラムされて、演奏 
順2き目の表示「02」び 
点订した媛、 r 日日」表示び 
点滅します。 


ら スキップ/サーチ (I ◄◄または ►►!) ボタ 
ンをくり返し巧して「01」を選ぶ 

曲蚕「01」を表示します。 


6 メモリーボタンを押ず 

演奏順2番目に巧蚕1び 
プ□グラムされて、演奏 
順3番目の表示「03」び 
点灯した媛、 r 日0」表示び 
点滅します。 


7演奏/-時停止ボタンを巧ず 

r ►丄 「 MEM 日 RY 」 表示 
び点灯し、プ□グラム演 
妻び始まります。プ□グラ 
ムした巧びすべて演奏さ 
れると停止します。 





プ□グラム演奏を途中で止めるには 
停止/クリア (■) ボタンを巧ず 

「 MEM 日 R 丫」表示び消 
え、その CD に入っている 
全曲数び表示されます。た 
だし、設定したプ□グラム 
は記録されています。 

ちよつとこれを！- 

• 20番目までプログラムすると、「-」び点滅表示されま 
ず。21番目をプ□グラムすることはで去ません。 
♦ 演奏中や CD を入れていない状態ではプ□グラム予約 
でさません。 




(例）1細入り CD 
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〇^^^っづく 



プ□グラムミ寅奏を再開するには 


1停止時に、メモリーボタンを巧ず 

「 MEMORY 」 表おび点滅し、演奏順1ま目の表 
お「01」び点打した後、1ま目の巧まび点滅し 
ます。 

2 「 MEMORY 」 表示点滅中に演奏/-時停 
止 (►/II) ボタンを巧ず 

「►丄 「 MEMORY 」 表示び点打し、プ□グラム演 
奏び始ま0ます。 


プ□グラムを取り消すには 


1停止時に、メモリーボタンを巧す 

「 MEMORY 」 表示び点滅し演勇慣1ま目の表 
お「01」び点打した後、1ま目の曲番び点滅し 
ます。 

2 「 MEMORY 」 表示点滅中に停止/クリア 
(■) ボタンを巧す 

「 MEMORY 」 表示びミ肖え、その C □に入ってい 
る全曲数の表おになります。 


ちよつとこれを！- 

• CD を交換したとをやフアンクシヨンを切り換えたと 
さちプ□グラムは取り消’されまず。 


プ□グラムを確読 I するには 

停止時に、メモ u — ボタンを巧ず 

• 巧すたびに、プ□グラムした内容を順に表示し 
ます。 


ごま意 


プ□グラムを消さずに停止状態にしたい場合は、演 
養/-時停止(►川）ボタンを巧してから停止/クリア 
(■) ボタンを巧しまず。プ□グラムの内容表示中に停 
止/クリア (■) ボタンを押ずと、プ□グラムは取り消さ 
れまず。 


プ□グラムの最後に巧を追加ずるには 


1停止時に、メモリーボタンを巧ず 

「 MEM 日 RY 」 表示び点滅し、演奏順1番目の表 
お「日1」び点灯した鞍1き目の曲蚕び点滅し 
まず。 

2 メモリーボタンをくり返し巧してプ□グラ 
ムした最後の演奏順(ステップ)を表おさ 


せる 

• 演奏順表示の撥、「00」表示び点滅すると最 
後の演奏順です。 

• 20ステップまでプ□グラムしている場を、 
「日日」は表示されず、巧の追加はできませ 
Aj 。 

3スキップ/サーチ (!◄◄ または ►►!) ボタ 



ンで追加したい巧蚕を選び、メモリーボタ 
ンを巧ず 
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CD を聞 < 


f 繰り返し/ランダム] 



プ□グラムを変更ずるには 


1停止時に、メモリーボタンを巧ず 

「 MEMORY 」 表示び点滅し、演奏順1ま目の表 
お「01」び点打した乾1番目の巧番び点滅し 
ます。 

2 メモ IJ - ボタンをくり返し巧して変更した 
し價奏順を表示(点滅)させる 
• 演奏順表示の後、巧番び点滅します。 

3スキップ/サーチ (!◄◄ または ►►!) ボタ 
ンで変更したい曲番を還び、メモリーボタ 
ンを巧ず 


ごを意 


• プ□グラムした曲と巧との間に新しい曲を追加した 
り、削除することはでさません。 


プ□グラムをくり返し演、奏する 

プ□グラム演奏中の1巧またはプ□グラムした全 
巧をくり返し演奏することびでさます。 

プ□グラム演奏中に、繰り返し/ランダムボタ 
ンを巧ず 

• 詳しくは、「演奏をくり返す(リピート演奏)/順不 
同に聞く（ランダム演奏)」 [~ P ^3 \ をご覧くだ 
さい。 

♦ プ□グラムした巧をランダムに演奏することは 
でをません。 


CD の取扱いと保管 


ケースか S の出し入れは 


出しち 

センターホルダーを押さえ 



演奏面に郎れないように 
持って出す。 


入れ方 

印刷面を上にして… 



上から巧さえて入れる。 


ディスクの取扱いかた 

• 演奏面には手を触れな 
いでください。 



演奏面 


CD の保管のしかた 

• 直射曰光の当たる焉所や、温度の高い場所、湿気 
やほこりのをい場所には保管しないでください。 

• CD は必ずケースに入れて保管してください。 

本機を持ち運びずるときは 

• CD を必ず取り出してください。 

入れたまま持ち運びすると、 CD に傷をつけたり、 
故障の原因になります。 

CD のお手入れのしかた 

• CD についた指紋やほこりなどのよごれは、音賀 
低下の原因となります。柔らかい巧で、 CD の中む 
からが側に向かって軽く拭を取り、いつわされい 
にしておいて < ださい。 

• 巧れびひどい場合は、水を含ませた柔らかい巧で 
軽く拭さ取ったあと、乾いた巧でカラ拭さしてくだ 
さい。 

• シンナーやベンジン、アナ□グ式レコード盤巧の 
クリーナー、静電気防止剤などは使用しないでく 
ださい。ディスクを傷める原因となります。 
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カセットテープを再生•録音ずる前に 


お使いになるカセットテープについて 

ノーマルテープ (TYPE I ) をご 使用ください。 

• 八イポジション (TYPE □) やメタル (TYPEIV) テー 
プは再生でさますびその特性を活かすことはでさま 
せん。また、録音すると正しく録音•消去で去ませんの 
でご注意ください。 

• ツメを折ったカセットテープでは、録音はでさません。 

• 100分政上の長時間テープは大変薄く、伸びやずい 
ため、回嚴部に巻さ込んだり、テープ走行び不安定に 
なることびありますのでご使巧にならないでくださ 
い。 

• エンドレステープは使用でさません。 


テープにたるみびあるとさは… 

たるみのあるテープは傷ついたり、切れる原因に 
なります。また、きき込んだりして故障の原因にな 
ります。テープびたるんでいるときは、飽筆などで 
たるみをとってか5使ってくださし、。 



• テープを引を出したじテープ面にふれないで<ださ 
い。 

• 1」ーダーテープ部を巻さ取るとさは、矢印方向に回し 
てください。逆に回すと巻さ込みの原因になります。 


オートストップについて 

本機はオートストップ機構をそなえておりますの 
で、再生、録音中にテープび全部巻さ取5れると自 
動的にボタンび復帰して停止します。 


大切な録音や再生は事前に確認を 

大切な録音や再生の場合は、正常に録音や再生び 
でさることを確認してください。 


録音したテープを誤って消さないために 

カセットテープの後ろ側にあるツメをドライバーな 
どで折れば誤消去の防止になります。 



誤ってツメを巧ったり、再び録音したいときは、セ □ 
ノ \ン テープな どで巧をふさぐと録音でをる テープ 
に復元します。 


自動録音レベル調整について 

本機には ALC (Automatic Level Control : 自動 
録音レベル調整のこと）回路び内蔵されています 
ので、自動的に適正なレベルで録音されます。 
音量つまみを調整しても録音には影響しません。 


カセットテープの保管について 

ご使用後は所定のケースに入れ、高温多湿磁気 
直射日光チリ、ホコリの多い場所やカビの発生し 
やすい場所はさけて保管してください。 


録音中にビート音びでるときは 

ラジオを録音中、ビート音 （ 「ピー」という音)びで 
ることびあ0ます。 

その場合には背面の BEAT CANCEL スイッチを 
ビート音びルさくなる位置 （ 1または 2) に切り換え 
てくださし、。 
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カセットテープを聞 < 



r テープ電源应1」にずる 


フアンクシヨン 



3 カセットホルダーを閉める 

カセットホルダーの 閉 部を巧して、カチッと音 
びするまで確実に閉めてください。 


4再生(ィ)ボタンを巧ず 

再をび始ま0ます。 

再生を途中で止めるには 

停止/取出し(国/全)ボタンを巧ず 

ち5—度巧すとカセットホルダーび開さます。 


ごま意 


雜再生中に本機を動かしたりしないでください。テープ 
を傷めたり、故障の原因となります。 

• カセットホルダーび完全に開いてからテープを取り 
出して < ださい。 


一時停止する 


2停止/取出し （■/ A ) ボタンを巧して 
カセットホルダーを開け、カセットテープ 
を入れる 



再生中に一時停止 (II) ボタンを巧す 

ちう一度巧すと再び再生び始まります。 


早送り、巻戻し 

停止時に早送り (◄◄) またはき戻し (►►) ボ 
タンを巧ず 

お望みのところまで卷さ取った後、 停止/取出し 
(■/：4)ボタンを巧します。 

• 早送り•巻戻し中はテープび全部巻さ取られてち、ボ 
タンは自動的に復帰しません。停止/取出し(国/全)ボ 
タンを巧してください。 


カセットテープの入れかた 

再生(または録音)する面を手前に向け、テープ 
の露出しているでを上側に、巻さ取5れている 
方をちにして入れます。 

• テープのたるみびないことを確認してからカセッ 
トテープを入れてください。 

• 録音すると去は、頭切れをなくすため、あらかじめ 
U —ダーテープ部を巻を取っておいて < ださい。 


ちよつとこれを！- 

• 再生中や録音中に早送り (イイ) または巻戻し (►►) ボ 
タンを巧した場合、すぐに早送り/巻き戻し機能に切り 
換わりまず。 
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ラジオを聞 < 



1フアンクシヨンスイッチを r ラジオ J にず 
る 


フアンクシヨン 



2 バンドスイッチで希望のバンドを選ぶ 


バンド 

AM 」 し FM 



3 同調つまみで希望の放送局に合わせる 



ちよつとこれを! 


• テレビに色ズレび生じたり、本機にテレビの雑音び入 
る場合は、本機とテレビを離してご使用ください。 

• 受信状態は本機の設置場所によって変わりまず。 


FM ステレオ放送の受信について 

背面の FM MODE スイッチでステレオ rST」 とモ 
ノラル 「MON 日」モードを切り換えることびできま 
す。ステレオモード時に FM ステレオ放送を受信す 
ると、自動的にステレオになります。 

♦ 受信状態び悪く音声び聞さとりにくい場合は、モノラ 
ルモードにするとステレオになりませんび聞をやす< 
なります。 




ちよつとこれを! 


♦ AM ステレオ放送には対応していません。 


よりよい受信をするために 


FM 放送のとを 

n ッドアンテナを伸ばし、ちっともよく聞こえる方 
向に向けて < ださし、。 




AM 放送のとを 

本体の向をを変えて、もっとちよく聞こえるよラに 
します。 
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7 イクを使 5 



mmiM 

ミニプラグ付の市販マイクを上面のマイク端子に 
差し込む 



• ご使用になるマイクをお確かめください。電源供給び 
不要なダイナ S ックマイクは使えますび、電源供給を 
必要とするコンデンサーマイクは使用でさません。 


2再生 (◄) ボタンを巧ず 

カセットテープの再生び始まじ、マイクか5の 
音声びテープ音声ととわにスピーカーか5流 
れます。 


CD とマイクを同時に使うには 


フアンクシヨンス 
イッチを rcD 」 にし 
て CD を入れる 

一 C □を聞く IPI 1」 


フアンクシヨン 





2演奏/一時停止 (►/ ii ) ボタンを押ず 

CD の演奏び始まり、マイクか5の音声び CD 
音声ととわにスピーカーか5流れます。 



ちよつとこれを! 


♦ フアンクシヨンびに□」の場合、演奏中のみマイクび 


使えます。（一時停止中は使えません。） 

• フアンクシヨンび「テープ電源应1」の場合には、停 
止中はマイクび使えません。 

• フアンクシヨンを「ラジオ」に切り換えた場合もマイク 
を使用することびでさまず。 

• カラオケなどで使用する場合に、 r マイク」「再生音楽」 
を個別に音量調整ずることはでをません。 

• マイクを使った音声の再生•録音はとちにモノラルに 
なじます。 


拡声器として使うには 


カセット テープとマイクを同時に使うには 集芸.講演会などにおいて、本機を拡声器として使 


用することびでさます。 


1フアンクシヨンス 
イッチを r テープ電 

フアンクシヨン - 

r 

1フアンクシヨンス 

フアンクシヨン 

源 El 」 にして力 
セットテープを入れ 
る 

カセットテープを聞く 

7 ィクリ苗つ励 
ラジオー1 *— CD 

|pi 日 1 

イッチを「マイク」 

|〇) 1 

にずる 

マイクか 5 の音声び 
スピーカーか 5 流れ 
ます。 

7 ィクリ |L 羣志つ 脚 

ラジオー^ CD 
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カセットテープに録音ずる 〇^^^っづく 



1停止/取出し （■/ A ) ボタンを巧して 
カセットホルダーを開け、録音用カセット 
テープを入れる fPISl 

• 録音する面を手前に、テープび見えるちを上側 
にして入れます。 

• テープの途中から録音するとをIよ録音を開始す 
る位置までテープを巻き取っておいてください。 
• CD シンク□録音をするとさは、音楽 CD の演奏 
時間よりを長めのカセットテープを用意してお 
をまず。 


2カセットホルダーを閉める 

カセットホルダーの閉部を巧して、カチッと音 
びするまで確実に閉めてください。 


3ファンクシヨンスイッチで録音ずるファ 
ンクシヨンを選ぶ 

[ CD を録音ずるときに D シンク□録音 } I 

ファンクシヨン スイッチをに！：)」に切り換え 
て、 C □を入れる。 IP 1 1 I 

• 希望の曲から録音ずるとさは、スキップ/サーチ 
(W ィまたは►►1)ボタンを押して希望の曲番 
を選んでおをます。 IP1 吕I 
• 希望の曲だけを選んで録音ずるとをは、プ□グ 
ラムをして 「MEMORY」 表示を点滅させておを 
ます。 IP14I 

ジオを録音ずるとき」 

ファンクシヨン スイッチを「ラジオ」に切り換 
えて、放送を受信する。 IP 19] 


CD の音と、マイク端子か5の芦を同時に録1 

音ずるとさ 


つ換え 

P 20| 

フアンクシヨン スイッチを rcD 」 に切 
て、 CD を入れる。 | P 1 1 1 
市販マイクを マイク 端子に差し込む。 

マイクを使ってマイク端子か6声だけを録音1 


するとさ 


フアンクシヨン スイッチを「マイク」に切り換 
えて、市販マイクを マイク 端テに差し込む。 

[P^ 


4録音 (♦) ボタンを巧ず 

再生 (◄) ボタンわ同時にさびり、録音び始まり 
ます。 


• CD シンク□録音のときは、 CD の演奏と同時に 
録音び始まります。 

• CD の演奏中に録音 (♦) ボタンを巧すと、録音は 
ずぐに始まりますび、演奏中の曲は一時停止状 
態になり、無音び録音されまず。その禮、演養/一 
時停止〇パ〇ボタンを巧すと再び曲の演奏び始 
まりますので、曲の途中から歸音を始めることび 
でさまず。 

• CD の一時停止中に録音 (♦) ボタンを押すと、録 
音と CD の演奏びすぐに始まりまずので、曲の途 
中から録音を始めることびでをます。 

録音を止めるには 

停止/取出し(国/全)ボタンを巧ず 


[ CD シンク□録音のときは …I 

• 停止/取出し (圓/全) ボタンを巧ずと、カセットデッキは 
停止状態になりまずび CD の演奏は続さます。 

• テープび終端にくると、カセットデッキは停止状態に 
なりますび CD の演奏は続をます。 

• CD 演奏のみを停止するには、停止/クリア (■) ボタン 
を巧してください。（カセットデッキは録音のままで 



す。） 


21 














































































カセットテープに録音する 




ちよつとこれを! 


♦ 録音中にテープび終端までくるとテープは自動停止 


します。 


• 自動録音レベル調整について 

本機には ALC(Automatic Level Control : 自動録 
音レベル調整のこと)回路び巧蔵されていますので、 
自動的に適正なレベルで録音されます。 

音量つまみを調整してち録音には影響しません。 


録音を一時的に止める 


録音中に一時停止( II )ボタンを巧す 

ちう一度巧すと再び録音び始まります。 


[ CD を録音しているとき I 

• テープは一時停止しまずび、録音中の CD は一時停止 
せず 、 CD シンク□録音になりません。また CD を一時 
停止させてち、テープは一時停止せず 、 CD シンク □ 

録音になりません。 
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お手入れ 


本体のお手入れ 


テープヘッド 部の清掃 


キャビネットや操作バネルのよごれは柔6かい巧 カセットテープを再生または録音ずると ••• 


で軽く}式き取ってくださし、。 

• 巧れびひどいとを1も水でラすめた中性洗剤にひたし 
た巧をよく絞ってふを取り、乾いた布で仕上げてくだ 
さい。 

• ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。変 
色したり、塗装びはげるなどの原因となりまず。また、 
キャビネットに殺虫剤など、揮発性のちのをかけない 
でください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書にしたびつ 
てください。 


ピックアップ(光学レンズ)の清掃 

レンズにゴ S やほこりが付いてミちれますと、音とび 
び起きたり、演奏びでをなくなる場合びあります。 
ほこりなどは、されいな空気を吹さ付けて除まして 
<ださい。取りされないミちれやちり、ほこ0び付い 
た場含は、市販のレンズクリーナーを綿棒につけ 
て軽く}式き取ってくださし、。 



ごま意 


• 本機の近くでヘアースプレーや加湿器などを使用し 
ないでください。レンズびくちる原因になります。 


• 音び悪い 

• をれいに録音でさない 
• 前の音び鶏っている 
• テープび巻さつ< 

などの症状びでた場合、その多くはヘッドやピンチ 
□ーラーおよびキャプスタンのミちれび原因となっ 
ていますので、市販のク I 」一ニングキット(またはク 
リーニングテープ)をお買い求めのラえ、ヘッド部 
分を清掃してください。 



停止/取出し (国/全) ボタンを巧してカセットホルダーを開 
比ヘッド、キヤプスタン、ピンチ□-ラを拭いてください。 


露つさ(結露)のごミち意 

周囲の温度び急激に変化した場 
合、内部の光学レンズに露（水 
滴うび発生することびあります。ノ。ノソ ^ 
この状態では正常に CD を演奏 ィ。がゾ ^ 

でさないことびあります。このよ IT 
ラな場合、 CD を取り出し、使用さ () .凹 
れる場所で約2、3時間放置した 
後、ご使用を開始して<ださい。 



23 



































故障？ その前にちよつとこれを 

修理を依頼される前に、ちラー度次の項目をお確かめください。 


故 障？ 

原 因 

処 置 

音びでない 

• 電源プラグびはずれている 
• 乾電池び消耗している 
• 音量びかさく設定されている 
• ヘッドホンび差し込まれている 

♦ プラグを確実に差し込む 
♦ 乾電池を交換する 
♦ 音量つまみを調節する 
♦ ヘッドホンをはずす 

CD プレーヤー部 



演養びはじま 5 ない 

• CD び裏返しになっている 

• CD び汚れている 

♦ レーベル面を上にして入れる 
♦ 清掃する 

音がとぶ 

• CD に大きな傷やソ U びある 
♦ 振動する場所に設置している 
• レンズびミちれている 

♦ CD をと0かえる 
♦ 振動のない場所に設置する 
♦ 清掃する 

カセットレコーダー部 



カセットが入 5 ない 
カセットホルダーが閉ま 6 ない 

• カセットの向さび上下逆さまになっ 
てし、る 

• 再生(◄: ) ボタンび巧されている 

♦ テープの見えているちを上側 
にして入れる 

♦ 停止/取出し ( l / A ) ボタンを巧 
して解除する 

テープが走行しない 

• 一時停止 (■■) ボタンび押されてい 
る 

• カセットテープの不良 

♦ 一時停止 ( H ) ボタンを押して解 
除する 

♦ カセットテープをと0かえる 

録音ボタンが巧せない 

• ツメの巧れたカセットを装着して 
いる 

♦ カセットテープをと0かえる 
♦ 巧をセ□八ンテープなどでふ 
さぐ 

音びとざれる、音程び狂ラ 
消去が不完全 

• ヘッド部び巧れている 
• 八イポジションやメタルテープを 
使っている 

♦ 清掃する 

♦ ノーマルテープを使巧する 

ラジオ部 



雑音がをく聞さづ 5 い 

• 電波の受信状態び悪い 
• 電源雑音の影響を受けている 
• モーター、堂光灯などの電気器貫 
テレビによる雑音の影響を受けて 
いる 

• 選局びずれている 

♦ 本機の設置場所を変える 
♦ 電源コードを差し誓える 
♦ 本機を雑音源か5離す 
♦ テレビを消す 
♦ アンテナを調節する 
♦ 正し <選局する 

マイク部 



ピー等の音が出る 

• 八ウリング(共鳴現象）びおさてし、 
る 

♦ 音量を下げる 
♦ マイクを本機か5離す 


お願い 


• CD の演奏中に、表示や動作び異常になった場をは、ファンクションスイッチを一度「テープ 
電源应 I 」にして電源を切ったあと、再度に□」にして操作しなおしてください。 

• 長時間使用していますと、キャビネットの一部び多少熱くなることびありますび故障ではありません。 
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品蚕： PH - PR 色己 
購入時期 

症状：できるだけ詳しく 



保証書と アフターサービス 

保証書廣 表紙にありまず] について アフターヴービスについてご不明の場合は 


• この商品には保証書びついていまず。お買い上げの 
隙、販売店が発行しまず。 

• 所定事項の記入をご確認のラえ巧容をよ <お読みに 
なって、大切に保管してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

なお、保記期間中でを有料修理になることびありまず 
ので、 r 無料修理規定」 [ P 31] をよくお読みください。 


修理 サービス について 

ご使用中に本機の調子び悪くなったとさは「故障？その 
前にちょっとこれを」 [ P 吕 4] の一覧表に従って調べてく 
ださい。なおらないとさは、内部機構をさわらずに、お買 
い上げの販売店にご相談ください。 

• 保証期間中の修理は 

保詔書の規定に従い、お買い上げの販売店び修理さ 
せていただ去ます。製品に保証書を添えてご持参くだ 
さし、。 

• 保証期間経過後の修理は 

修理により機能び維持でさる場合は、お客さまのご要 
望によりち料修理いたします。 

• あらかじめご了承いただをたいこと 

「修理のとを一部代替部品を使わせていただくこと」 
や r 修理び困難な場合には、修理せず同等品と交換さ 
せていただ < こと」びありまず。 


捕修用性能部品の保有期間について 

CD ラジオカセットレコーダーの補修巧性能部品の保有期 
間は製造打ち切り後已年でず。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
め必要な部品です。 


お買い上げの販売店か、お近くの「お宮さまご相談窓□」 
[ P 26] にお問い合わせください。 

• 輯居される場合は 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービ 
スび受けられなくなる場合には、事前に販売店にごネ目 
談ください。 

• ご贈答の場合は 

最寄りの兰洋販売店か、または当社の r お客さまご相 
談窓□」にお問い合わせください。 


必ずお読みください 


本機の使用中、本機やカセットテープの不具合による録音 
の失敗および録音内容(データ)の損失を防ぐために 
1. 録音前には必ず試し録音をしてください。 

吕.録音データを他の機翻こバックアップしてくださし、。 
本機やカセットテープ使用中の不具合による録音内容 
(データ)損失や録音機会損失などの補償また本機び使 
えなかったことによる付随的損善の桶償については、そ 
の責任は負いかねます。 

また、修理の際にデータ消まを伴ラ事故び発生した場合 
の補償についてち、その責任を負いかねますのでご容赦 
<ださい。 


アフターサービスを お申しつけいただ<とを 
は、次のことをお知5せください 


①③③ 
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家電商品についてのを般的なご相談く=洋電機株式を社お客をまセンター> 

受付時間： （36 日日）9:00〜18:30 
総合相談窓口 [ 0己 0-3 11 6-3434 ^ 

《上記番号をご利用できない場合は 大阪 (06)-6 日 94-9 已70 へおかけください。 

《郵便または FAX でご相談される場合 

兰洋電機株式会社お客さまセンター 〒日 70-8 日77大阪府守□市京阪本通2-已-已 

FAX : 大阪（日目）-目目 94-9 曰]日 


家電商品の修理ヴービスについてのご相談 <=洋電機ヴービスが式を社> 


受付時間：月曜日 


* 金曜日9:00 
(7 月〜8月） 
±曜•曰曜•祝曰•当社休曰9:00 


〜18:30 
8:4日〜19:30 
-17:30 


北海道地区 

0巳 0-31 16-2333 

東北地区 

〇已 0-31 1 6-2444 

関東•甲信越地区 

〇已 0-31 16-2222 

近畿地区 

0巳 0-31] 色 -2 已曰已 

中部•北陸地区 

北陸 

〇已 0-31] 色 -2 已己已 

中部 

〇已 0-31] 色 -2 白色巨 

沼津地区は、 

〇已 0-31] 色 -2222 

中国•四国地区 

中国 

〇已 0-31] 色 -2777 

四国 

〇已 0-31] 色 -2 已己已 

な州地区 

〇已 0-31 16-2888 


京コールセンター 

:利用でをない場ちは、 

30吕-340 ] へおかけください） 


阪コールセンター 

:利用でをない場合は、 

3已 0-8400 へおかけ < ださし、） 


ミ中縄地区 


098-944 -己018 


沖縄地区の受付時間:月曜曰〜±曜曰9:00〜17:3日 
(曰隱祝日あび当社休日を除く） 


お客さまご相談窓口 


■ まずはお買い上げの販売店へ… 

家電商品の修理のご依頼やご相談は、お買い上げの販売店へお申し出くださし、。 
転居や贈答品でお困りの場合は、下記の相談窓口にお問い合わせください。 


■ 上記のご相談窓□の名祇電話番号は変更することびありますのでご了承ください。 


持込み修埋および部品についてのご相談く=洋電機ヴービス巧式を社> 

受付時間：月曜日〜±曜日9:00〜17:30 (日曜、祝日、当社休日を除く） 
※一自权±曜日も休日のサービス拠点がありまず。 

家電商品の持込み修理および部品のごミ主文については、各地区の サービス 拠点で承っております。 
最富の拠点は弊社ホームぺージ httpy / jp . sariyo . ccim もしくは上記コールセンターでご確認くださし、。 
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お客さまご相談窓□でお受けした、お宮さまのお名前、ご住所、お電話番号などの個人情報は適切に管理いたしまず。 
また、お客さまの同意びない限り、業務委託の場合および法令に基づを必要と判断される場合を除を第兰者への開示 
は行いません。なお、お客さまび当社にお電話でご相談、ご連絡いただいた場合には、お客さまのお申し出を正確に把 
握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことびあります。 

<利用目的> 

• お宮さまご相談窓□でお受けした個人情報は、商品•サービスに関わるご相談•お問い合せおよび修理の対応のみ 
を目的として用います。なお、この目的のために兰洋電機株式を社および関係尝社で上記個人情報を利巧するこ 
とびあります。 

<業務委託の場合> 

• 上記目的の範囲内で対応業務を委託する場合、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を行わせると共に、 
適切な管理•監督をいたします。 

個人情報のお取り扱いについての詳細はホームぺージ http :// jp . sanyo . com をご覧ください。 

(110610 U ) 
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仕様 


CD プレーヤー部 

チャンネル数 

2チヤンネルステレオ 

サンプリング周波数 

44.1kHz 

ピックアップ 

半導体レーヴー(波長 790nm) 

ワウ‘ フラッ タ_ 

測定限界]^: TF 

周波数範囲 

20 〜 20,000 Hz 

テープレコーダー 部 

トラック方式 

4トラック、2チヤンネルステレオ 

録音ち式 

交流バイアス 

消まち式 

マグネット消去 

早送り•巻戻し時間 

約1已〇秒に-目日） 

周波数範囲 

80 〜 12,000 Hz 

ラジオ部 

受信周波数 

AM: 已22 〜] .目 29kHz 

FM:7 目〜目 OMHz 

共通部 


出力 

1 W + 1 W(JEITA/DC) 

スピーカー 

7.7cm コーン型 80X2 

入力端テ 

マイク端テ3.已ゆミニジャック X ] 

出力端子 

ヘッドホン端テ3.己ゆステレオミニジャックXI 32Q 

電源 

AC ]00V、50/60Hz 

DC9V 単2お乾電池 X 目本 

消費電力 

]C)W (待機消費電力 ].3W) 

電池持続時間 

[云洋アルカ U 乾電池 LR14DX 目本使用時] 

約2目時間 (JEITA •テープ再生時） 

約2目時間 (J 曰 TA ‘ FM 録音時） 

約12時間 (C □連続演奏時） 

最大がお寸法 

282川畐 )x 14日(高さ) X234( 奧行) mm 

質量 

約 l.Skg (乾電池含まず） 

約在 2l<g (乾電池含む） 

付属品 

電源]—ド(コ-ド長:約 1.8m) 

取扱説明書(保証書付） 


仕様およびが観は改良のため予告なく変更する場合びあります。 
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無料修理規定 


お買い上げの曰から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルその他の注意書さに従った正常な使巧状態 
で故障した場合には、本書記載内容にもとづさ、お買い上げの販売店び無料修理いたしますので、商品 
と本書をご持参ご提示ください。 

1 . 保証期間内でわ次のよラな場合には有料修理となりまず。 

イ.使巧上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

□. お買い上げ禮の取付場所の移動、落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

八.火災•地震•水害•落雷•その他の天災地変な5びに公害や異常電圧その他のか部要因による故障 
または損傷。 

二.業務巧としての使巧、車両•船舶への搭載など一般家庭巧政州こ使用された場含の故障または損 
傷。 

ホ.本書の提示びない場合。 

へ.本書にお買い上げ年月日、お客さま名、販売店名の記入びない場含、あるいは字句を書さ換え5れ 
た場合。 

卜.消耗品の交換•仕様変更など。 

2. 保証期間内でち商品を修理窓□へ送付された場合の送料や出張修理をおこなった場合の出張料は 
お客さまの負担となります。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本書に記入の販売店に修理をご依頼になれない場合には、 r お客さまご相談窓□」をご 
覧のラえ、わよりの窓□にお問い含わせください。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です 。 Effective only in Japan 
日.本書は再発巧いたしませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するわのでず。従ってこの 
保証書によって保証書を発行しているち(保証責任者)、及びそれ!^处がの事業者に対するお客さまの法律 
上の権利を制限するわのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明な場合は、お 
買い上げの販売店または「お客さまご相談窓口」にお問い合わせください。 

♦ 保証期間経過後の修理または補修用性能部品の保有期間について詳し < は「保証書とアフターヴー 
ビス」 I P 2 己 I をご覧ください。 
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総合相談窓口 

家電製品についての全般的なご相談は、下記の r 総合相談窓□」へお問い合わせください。 

相談受付時間 

(36 己白） 9:00 〜 18:30 
総合相談窓 □ 

050-31 1 6-3434 
%上記番号をご利用でをない場合は、 

大阪 (06) 69 白 4-9 已 70におかけ < ださし、。 

修理や部品に関するご相談は、お買い上げ販売店、または2巨ページのお客さま修理相談窓□にお問い合わせくだ 
さし、。 


長年ご使用の機器の点検を！ 

このよラな 
症げは 

ありませんか？ 

• 電源コードやプラグぴ異凿に熱い 

♦コゲ<さい臭いがする 

• 電源コードに課いキズや変巧びある 

♦その他の異萬や故障びある 

ノ 


愛情点検 


の 


ご使用中止 

k 故障や事故防止のため、電源スイッチ 

A を切り、電源コードをコンセントか旦 

W 抜いて、必ず眼売店に点脈ご依頼く 

r ださい。なお、点検-條理に要する費 

用は、販売店にご相談くださし、。 


8601X1 1已〇〇 02] 
(JP1) 


兰ま電機株式含な 

兰洋電機コンシューマエレクト□ニクス株式会社 
家電事業部 

〒己 74-8 日34大阪府大東市云洋町1蚕1号 











